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　節目となる３０回目は、特別展示品を含め多くの作品を出品いただき開催しま
した。展示会場へは、４日間で約７５０名の方が来場され、成功裡に終えること
ができました。出品者そして運営を支えていただきました実行委員及び各構成団
体・労働組合の皆様方、関係された皆様に感謝申しあげます。

　表彰式は、会津若松市　室井市長、
寺木教育長に出席いただき、１１月２１
日（水）１７時４５分からブライダルル
ネッサンス中の島おいて、各部門毎に
会津若松市長賞・会津若松市教育長
賞・実行委員長賞の各金賞の他、銀
賞受賞者に賞状の授与を行いました。
その後３０回の節目と受賞者のお祝い、そして関係者の慰労を兼ねた祝賀会
を歴代実行委員長・事務局長に出席いただき開催しました。

2019年頭のごあいさつ
引き続き、「働くことを軸とする安心社会・福祉型社会」の実現に向けて地域・地元に根差した顔の見える運動を心がけ、全
ての働く者に期待・信頼されるよう地区連合の役割を果たしていくことを確認しました。

　会津若松地区連合に加盟する各構成組織、加盟組合、そして働
く仲間の皆さん、あけましておめでとうございます。皆様には健やか

生活者に寄り添った労働運動を先頭に立って推進します。
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生活者に寄り添った労働運動を先頭に立って推進します。
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連合福島会津若松地区連合会
議　長 　石 井 陽 一

に新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。また、旧年中は連合運動の推進に、多大
なるご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　会津若松地区連合は、連合基本方針に基づき働くことを軸とする安心社会の構築に向け
た政策制度改善の取り組み、労働条件の底上げ、社会的横断化の促進とディンセントワー
クの充実、非正規労働者・未組織労働者・若者の支援と労働相談機能の充実等、働く者
が安心・安全に働き続けられる社会、そして人々が明るい将来を見据え、豊かに暮らせる
社会の実現に向けた取り組みを進めてまいりました。その取り組みの一つとして、青年女
性委員会を発足し活動を始めたことは非常に大きな成果であり、今後の連合運動を継承し
ていくうえでも重要な役割を担ってくれるものと確信しております。また、福島県最低賃金
は７７２円となり一昨年から２４円アップ、当面の目標としている額に一歩ずつ近づいてき
ております。これらは皆さんの力を結集した成果であり、今後も総力を結集して取り組ん
でいかなければなりません。
　政府は『働き方改革法案』や『出入国管理法改正案』など重要な法案を十分な審議を
経ないまま数の論理で強硬採決しました。これらの法案は細部について調整がなされてお
らず、我々労働者に多大なる影響を及ぼすことは明白であり、今後の政府の動向を注視し
ていかなければなりません。我々労働者の声を反映させ、安心・安全社会に働ける社会
環境の整備、国民一人一人が明るく豊かに暮らせる社会の実現に向けて、今年予定されて
いる参議院議員選挙、会津若松市長選挙、会津若松市議会議員選挙、福島県議会議員
選挙、すべての選挙において我々連合の支援候補全員の必勝へ向けた取り組みを強化し
てまいります。
　今年は５月１日に平成から新たな年号へ変わるという節目の年であり、新たなるスタート
の年であります。我々、会津若松地区連合も連合福島・各構成組織・加盟組合・組合員
と連携を密にし、新たなステージで、より高みを目指しつつも労働者、生活者に寄り添っ
た労働運動実現に向け、先頭に立って活動を推進するとともに、皆さんの一番身近な存在
であり続けるために取り組みの強化に努めてまいりますので、引き続きの深いご理解と絶
大なるご支援をお願いいたしまして一言年頭のご挨拶といたします。
共に頑張りましょう。

福島復興・創生に全力を尽くそう！
連合運動の普遍性を再確認し、新たな前進に向けた確実な一歩を！スローガン

連合福島今野会長
より連帯の挨拶　

石井議長より
開催にあたり挨拶

大会全体の様子石井議長の音頭でガンバロウ三唱

特別展示品受付の様子

参加者の皆さん

石井議長挨拶 生亀連合福島副会長よりアピール 松崎市議より応援メッセージ

フィルム写真の部・デジタル写真・働く姿の部

書の部

室井市長より
金賞（市長賞）賞状授与

参加者の皆さん

保証設計について
全労済会津支所
板倉支所長

お金の活用について
東北労金　喜多方支店

安斎支店長

終活について
県民共済会
岩井専務理事

絵画の部

寺木教育長より
金賞（教育長賞）賞状授与

表彰式の様子

１人暮らし高齢世帯除雪ボランティア
「スノーバスターズ」の取り組み

日　　時：２０１８年１１月1日（木）～１１月4日（日）　4日間（約7５０名の来場）
　　　　　9:00～18:00まで（最終日は～16:00まで）
開催場所：会津若松市文化センター（特設展示場と展示室兼会議室）

【作品展示日時・場所】【作品展示日時・場所】

⑴フイルム写真の部　12点 ⑵デジタル写真の部　55点
⑶働く姿（写真）の部　10点　　　⑷書の部　33点（参考出品4点）
⑸絵画の部　10点（賛助出品2点）
　＊３０回の節目を迎え、特別企画として手づくり品（趣味の品・６点）
　　を展示しました。

【出品作品・表彰分野の種類】【出品作品・表彰分野の種類】

「クラシノソコアゲ応援団」レンゴウキャンペーンを展開しております。
今回は連合福島県内６地域の一斉行動として取り組みました。会津地域連
合は、働き方改革の考え方や長時間労働の撲滅、最低賃金の引き上げ、奨学
金制度の改善　そして労働相談ダイヤルの宣伝など街頭より一般市民へア
ピールしました。
主催者　石井議長　そして　連合福島　生亀副会長より、また会津若松市
議会議員：村澤市議・高梨市議・松崎市議・丸山市議・譲矢市議からもそれぞ
れの思いをアピールしていただきました。

　１．日　時　　11月26日（月）　17時30分～18時25分
　２．場　所　　神明通り

　労福協主催「退職準備セミナー」in会津地域を開催しました。
福島県内６地域でそれぞれに開催、会津地域労福協は１１月１７日
（土）に会津労働福祉会館において参加者そして対応者あわせ総勢
５０名の参加のもと開催いたしました。
　参加者からは「よかった」「もっと詳しく聞きたかった」との声を
いただきました。次回につなげていきたいと思います。講師の皆さん、
参加者の皆さんお疲れ様でした。
１．日　時　　１１月１７日（土）　１３時００分～１７時００分
２．場　所　　会津労働福祉会館
３．内　容　　市税・国民健康保険・介護保険・年金の手続き

退職後の保証設計・お金の活用終活について

勤労者作品展第30回

会津若松地区連合 第２８回年次大会報告

日　時：２０１８年１２月４日（火）１８時～
場　所：市内白虎町（会津若松ワシントンホテル）
構　成：代議員４８名中４７名出席、役員２３名中２０名出席
来　賓：連合福島・今野泰会長

小熊慎司衆議院議員秘書　赤羽勝範様、社会民主党会津若松総支部　小川右善様
福島県議会議員　渡部優生様
会津若松市議会議員　佐野和枝様、村澤智様、髙梨浩様、小倉将人様

　　　　　松崎新様、丸山さよ子様、譲矢隆様
東北労金若松支店長　堀内勤様
全労済会津支所長　板倉一宏様

大会役員
　議長団：安積悠也代議員（電力総連）、小池政和代議員（自治労）
　資格審査委員長：星　竹昭代議員（交通労連）
　大会運営委員長：鈴木　雅広代議員（電機連合）
議　事
　報告事項　　①２０１８年度活動報告
　　　　　　　②２０１８年度一般会計決算報告
　　　　　　　③２０１８年度一般会計監査報告

　　＊採決の結果、満場の拍手で承認されました。
　議案第一号　２０１９年度運動方針（案）について

　　＊採決の結果、満場一致で承認されました
　議案第二号　２０１８年度剰余金処分（案）及び２０１９年度予算（案）について

　　＊採決の結果、満場一致で承認されました。
　議案第三号　その他・表彰内規に準じ記念品の贈呈について提案。

　　＊採決の結果、満場の拍手をもって承認されました。
　そして、大会宣言（案）の採択、第２５回参議院議員選挙及び第１９回統一地方選に勝利する特別決議（案）を採択し、石井
陽一議長の力強いがんばろう三唱で年次大会を終了しました。

大会運営の提案をする
鈴木雅広大会運営委員長

資格審査を報告する
星　竹昭資格審査委員長

大会議長の安積悠也氏
（電力総連）（左）・
小池政和氏（自治労）

代議員の皆さん

クラシノソコアゲ応援団街頭行動クラシノソコアゲ応援団街頭行動

退職準備セミナーの開催
　除雪ボランティアは、地域社会への貢献を意識しなが
ら継続して取り組みをすすめてきております。今シーズ
ンも連合の機動力を活かした取り組みとして、実施に向
けて準備いたします。登録のほどお願いいたします。

１月１２日（土）９時～
１月２６日（土）９時～
２月２日（土）９時～

◇場　所：市内平安町「連合事務所」集合にて、打ち合わせ後担当現場へ
◇内　容：一人暮らし高齢世帯を中心に家屋回り（高所には登らない）の除雪を行う。

第１次行動
第２次行動
第３次行動


